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潟
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於
・
小
千
谷
市
民
会
館

　

藤
塚
会
長　

出
席

理
事
会 

4
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於
・
新
潟
県
人
会
館

　

藤
塚
会
長
以
下
16
名

　
東
京
片
貝
会

　
　
　
第
55
回 
総
会
御
案
内

　

皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

桜
の
あ
と
、
つ
つ
じ
が
満
開
と
な
っ
て
気
候
も
よ
く
出
か

け
や
す
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

第
55
回
総
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
総
会
で
は
役
員
の
改
選
を
予
定
し
て
お
り
、

大
勢
の
参
加
を
頂
き
た
く
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

日
時　

平
成
26
年
6
月
29
日（
日
）

　
　
　

午
後
一
時
（
正
午
よ
り
受
付
）

会
場　

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
二
の
二

	　

０
３
・
５
２
１
０
・
４
６
０
０

会
費　

八
、〇
〇
〇
円

お
願
い　

返
信
は
6
月
18
日（
水
）

　
　
　

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

（1）

　

小
千
谷
市
制
施
行
60
周
年
の
記

念
式
典
が
３
月
10
日
（
月
）
小
千

谷
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
雪
が
降
り
し
き
る

悪
天
候
の
中
、
県
知
事
初
め
国
会

議
員
４
名
他
多
数
の
著
名
人
が
出

席
さ
れ
、
当
会
か
ら
藤
塚
会
長
も

出
席
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
表
彰
に
は
皆
様
も
御
存
知

の
片
貝
か
ら
３
名
の
方
が
受
賞
さ

 

「
片
貝
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
」
が
優

勝
！
と
何
回
も
新
聞
な
ど
で
聞
い

た
一
年
で
し
た
。
今
期
１
年
間
の

戦
績
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
と
に

か
く
出
る
試
合
は
ほ
と
ん
ど
優

勝
！　

素
晴
し
い
戦
績
で
す
。「
片

貝
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
」
は
片
貝
の

小
学
生
で
構
成
し
た
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で

す
。
今
年
の
メ
ン
バ
ー
は
６
年
生

八
名
、
４
年
生
二
名
、
２
年
生

　

・
新
年
会
反
省

　

・
総
会
打
ち
合
わ
せ

　

・
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

総
会
で
は
左
記
新
役
員
の
ご
承

認
を
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

会　

長　

本
田
秀
幸（
昭
37
年
卒
）

副
会
長　

芝　

強　
（
昭
38
年
卒
）

事
務
局
長　
（
兼
）
本
田
秀
幸

会　

計　

安
達　

徹（
昭
41
年
卒
）

広　

報　

藤
塚
伸
雄（
昭
48
年
卒
）

会
計
監
査
佐
藤
正
志（
昭
39
年
卒
）

会
計
監
査
相
崎
俊
夫（
昭
40
年
卒
）

母
校
を
励
ま
す
会
会
長

　
　
　

内
藤
富
美
子（
昭
43
年
卒
）

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

小
千
谷
市
市
制
60
周
年

記
念
式
典

東京
グリーン
パレス

日本
テレビ
麹町

地下鉄有楽町線
麹町こうじまち
5 番又は 6 番
出口徒歩1分

有
楽
町
線

6番出口

５
番
出
口

市ヶ谷駅

麹
町

永田町

会
の
動
き

れ
ま
し
た
。
関
広
一　

元
小
千
谷

市
長
、
友
田
明
石　

元
Ｊ
Ａ
お
ぢ

や
組
合
長
、
池
津　

堀
井
一
位
さ

ん
で
す
。

　

式
典
終
了
後
に
は
記
念
講
演
会

が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
は
小
千
谷

出
身
で
京
都
三
千
院
門
跡
、
門
主

の
堀
澤
祖
門
師
が
「
人
類
は
争
い

を
越
え
て
」
の
演
題
で
講
演
が
あ

り
、
片
貝
か
ら
も
大
勢
の
方
々
が

師
の
話
に
聞
き
入
り
、
大
盛
況
の

う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

一
名
の
計
11
名
で
す
が
、
設
立
三

年
目
に
小
学
２
年
生
で
入
っ
た
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
成
長

し
、
総
決
算
と
し
て
の
１
年
と
な

り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
吉
原

七
海
、
藤
塚
美
咲
、
高
野
咲
良
、

五
十
嵐
生
楽
、
風
間
美
結
、
佐
藤

結
菜
、
佐
藤
樹
里
、
佐
藤
瑠
那
、

佐
藤
凛
花
、
井
上
美
那
海
、
山
田

愛
。
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
代
表
は
吉
井

雅
人
。

　

平
成
19
年
に
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
設

立
し
、
平
成
23
年
に
は
保
育
園
児

１
名
を
含
め
14
名
で
４
年
生
以
下

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
大
会
で
地
区
大
会

優
勝
し
、
県
大
会
で
準
優
勝
し
ま

し
た
。
平
成
24
年
度
は
、
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
５
年
生
中
心
の
メ
ン
バ
ー

で
上
級
生
チ
ー
ム
相
手
に
負
け
越

し
た
も
の
の
、
県
内
外
で
土
俵
を

沸
か
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成

25
年
度
、
中
心
メ
ン
バ
ー
が
６
年

生
に
な
っ
て
、
表
に
記
載
の
通
り

の
大
活
躍
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
後
輩
メ
ン
バ
ー
が
増

え
ず
、残
念
な
が
ら
小
学
生
の「
片

貝
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
」
は
解
散
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　
　
　

　

片
貝
中
学
校
に
女
子
バ
ス
ケ
部

が
な
く
、
今
年
、
中
学
生
と
な
っ

た
中
心
メ
ン
バ
ー
８
名
は
バ
ス
ケ

の
継
続
を
志
願
し
、
学
校
側
の
承

認
を
得
て
運
動
部
活
動
で
は
な
く

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
片
貝
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」（
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
代
表
藤
塚
裕
樹
）
と
し

て
バ
ス
ケ
を
続
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

て
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
野
次
朗
さ
ん
４
月
６
日
御
逝
去

（
昭
和
21
年
卒　

立
志
会
）
居
る

だ
け
で
周
り
を
楽
し
く
さ
せ
、
ス

キ
ー
や
ゴ
ル
フ
の
ほ
か
俳
句
も
自

ら
芳
泉
と
名
の
り
書
道
も
嗜
む
多

芸
博
識
な
人
生
を
送
ら
れ
た
新
野

さ
ん
は
東
京
片
貝
会
の
元
会
計
係

と
し
て
十
年
も
の
長
い
間
、
会
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
会
よ

り
生
花
を
贈
り
阿
部
元
会
長
と
内

藤
励
ま
す
会
会
長
が
参
列
し
生
前

の
感
謝
と
共
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　

合
掌

小
学
生
の
女
子
バ
ス
ケ

大
活
躍
！

　片貝町協議会役員
◇参　与　吉原正幸
◇会　長　本田　毅
◇副会長　黒崎哲郎
◇副会長　小宮正明
◇理　事　太刀川清、
　藤塚俊孝、黒崎哲郎
　黒崎哲夫、相崎重明
　浅田道夫、小野塚朋子
　山口早苗、本田真紀子

平成25年2月、小千谷協会長杯（長岡地区）新人大会：優勝。
4月長岡ライオンカップ（長岡地区）：優勝。
5月ゴールデンウィーク杯県内強化交流会：3日間連続優勝。
6月東北電力旗長岡地区予選大会：準優勝。
7月東北電力旗新潟県選抜優勝大会：優勝（県1位）。
8月東北電力旗東北選抜優勝本大会仙台：ベスト8（敢闘賞）
8月黒部カップ（関東北信越選抜）：3位
11月新潟県ミニバス大会長岡地区大会：優勝
12月全国ミニバス大会新潟県大会：まさかの1回戦負け
12月寺田杯・北新聞社杯（北信越選抜）ミニバス大会：準優勝
平成26年1月、長岡スポーツ少年団選抜大会：優勝
3月県内外選抜グローイングカップミニバス大会：準優勝
3月6年生大会ウィンタフェスタミニバス大会：優勝
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平
成
26
年
新
年
会
は
会
員
64

名
、
片
貝
か
ら
は
本
田
正
憲
小
千

谷
商
工
会
議
所
会
頭
が
出
席
さ

れ
、
総
勢
65
名
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

藤
塚
悟
会
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
本
田
正
憲
商
工
会
議
所
会
頭

か
ら
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
挨
拶

で
は
、
片
貝
の
積
雪
は
雪
下
ろ
し

を
し
な
く
て
も
良
い
く
ら
い
少
な

い
事
、
小
千
谷
に
新
病
院
が
出
来

る
な
ど
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
新
辰
巳
会
の
黒
崎
勝

様
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
ま
し

た
。

　

恒
例
の
内
藤
冨
美
子
理
事
と
若

手
理
事
に
よ
る
福
引
大
抽
選
会
で

は
、
魚
沼
産
こ
し
ひ
か
り
、
片
貝

煙
火
協
会
様
・
片
貝
煙
火
工
業
様

か
ら
頂
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
、「
味
の

れ
ん
本
舗
」
様
か
ら
の
米
菓
、
さ

ら
に
藤
塚
会
長
か
ら
も
景
品
を
頂

く
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
景
品

で
全
員
に
行
き
渡
り
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
個
人
や
同
級
生
グ
ル

ー
プ
な
ど
大
勢
の
方
の
カ
ラ
オ
ケ

熱
唱
、
忍
足
良
子
様
（
緑
友
会
）

の
日
本
舞
踊
の
お
披
露
目
な
ど
楽

し
い
時
間
は
あ
っ
と
ゆ
う
ま
に
過

ぎ
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
昨
年
の
お
祭
り
で
打
ち
上
げ

ら
れ
た
四
尺
玉
や
還
暦
・
成
人
・

各
厄
年
の
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど

主
な
花
火
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
て
放
映
し
て
み
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
照
明
を
落
と
し
、
音

量
を
上
げ
た
映
写
で
、
う
ぐ
い
す

嬢
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
花
火
の
音
に

も
迫
力
が
あ
り
、
ま
る
で
桟
敷
席

に
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
大
い
に

盛
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
恒
例
と
な
っ
た
「
あ
あ

上
野
駅
」
と
「
木
遣
り
」
の
大
合

唱
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
は
昨
年
還
暦
の
「
に
じ
会
」

安
達
徹
理
事
に
よ
る
万
歳
三
唱
、

大
塚
國
夫
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

６
月
の
総
会
は
片
貝
か
ら
大
勢

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
、
同

級
生
に
お
声
を
か
け
て
是
非
ご
参

加
下
さ
い
、
理
事
一
同
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
ご
来
賓
出
席
】（
敬
称
略
）

本
田
正
憲
（
小
千
谷
商
工
会
議
所

会
頭
）

【
会
員
出
席
者
】（
敬
称
略
）

 

（
昭
和
17
〜
21
卒
）

小
宮
幸
雄
、
中
川
克
子
、
山
口
光

雄
、
星
シ
ズ
、
石
井
ユ
リ
、
西
山

和
子
、
江
澤
キ
ヨ
、
神
林
勝
夫
、

佐
藤
安
治
、
阿
部
修
次
、
安
達
和

三
、
高
野
賢
、
黒
崎
晴
郎
、
安
達

弘
男

 
（
昭
和
22
〜
30
卒
）

大
塚
順
一
、
浅
田
義
男
、
忍
足
良

（2）

子
、
中
村
恵
美
子
、
石
上
俊
夫
、

木
村
ナ
ガ
、
深
野
敦
子
、
大
坂
照

子
、
渡
辺
幸
子
、
小
宮
秀
雄
、
石

川
春
子
、
佐
藤
祐
一
、
荒
木
ム
ツ
、

藤
塚
浩
治
、
黒
崎
勝
、
吉
原　

宏

 

（
昭
和
31
〜
39
卒
）

黒
瀬
良
子
、
小
宮
善
興
、
藤
塚
悟
、

大
塚
國
夫
、
小
野
塚
清
、
芝　

満

雄
、
諸
我
時
夫
、
吉
井
信
三
、
安

達　

弘
、
小
宮
文
雄
、
芝　

文
夫
、

五
十
嵐
哲
郎
、
山
家
恵
美
子
、
木

村　

隆
、
本
田
秀
幸
、
寺
町
明
美
、

松
井
京
子
、
高
野
鈴
子
、
安
達
信

悟
、
鈴
木
映
子
、
芝
強
、
阿
部
武
、

佐
藤
正
志

 

（
昭
和
40
卒
〜
）

相
崎
俊
夫
、
安
達
徹
、
小
林
和
弘
、

内
藤
冨
美
子
、
藤
塚
伸
雄
、
安
達

智
子
、
徳
永
隆
浩
、
徳
永
雅
史
、

堀
井
ひ
と
み
、
相
崎
清
輝
、
友
田

啓【東
京
片
貝
会
へ
の
ご
寄
付
】

 

左
記
の
方
々
か
ら
東
京
片
貝
会

へ
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｈ
25
・
11
・
12
〜
Ｈ
26
・
３
・
31
）

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

山
岸
慶
昭
（
15
）、
阿
部
修
次

（
21
）、
石
上
俊
夫
（
24
）、
大
塚

國
夫
・
小
野
塚
清
（
31
）、
安
達

弘
（
33
）、
西
澤　

薫
（
39
）、
小

野
塚
東
一
・
本
田
正
憲
（
片
貝
）

東
京
片
貝
会
年
会
費
二
千
円

郵
便
振
込
み
又
は
総
会
で
納

入
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

雪
の
便
り
を
聞
き
な
が
ら

   
新
年
会
開
催
平
成
26
年
1
月
27
日

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

※
有
料
企
業
広
告
を
募
集
中
※

税務相談
お気軽にどうぞ

もろが会計事務所
諸我時夫（昭32年卒）
柏市増尾8-22-9
自　宅　04-7176-4528
事務所　03-3888-4190

奥瀬
クリーニング店
奥瀬洋子
（昭28年卒・大屋敷）
〒194-0021
東京都町田市中町4-5-3
042-723-5727

確かに現代のように物が豊富では
なかった。しかし、そこには、豊
かな自然があり、さまざまな工夫
から生まれた遊びがあり、育てて
くれる地域の人たちがいて、まさ
に豊かな人間教育の場があった！
文業社　6月刊行
◎定価（本体1,200円＋税）

「あ、馬が通る」
“昭和20年代雪国の子供の四季”

佐藤	祐一	著

会
員
短
信

淺
田
鐵
二
（
昭
和
５
卒
）

　

何
時
も
お
世
話
様
で
す
、
老
齢

の
為
出
席
で
き
ま
せ
ん
、
皆
様
に

よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

上
田
益
美
（
昭
和
19
卒
）

　

い
つ
も
会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。「
心
」「
身
」
共
に
元
気
に

て
良
い
一
年
を
生
き
ら
れ
ま
す
事

希
っ
て
い
ま
す
。

清
水
敏
雄
（
昭
和
21
卒
）

　

大
変
残
念
で
す
が
、
ま
だ
遠
出

す
る
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。
宜
敷

く
お
願
い
し
ま
す
。

長
岡
利
夫
（
昭
和
23
卒
）

　

学
童
疎
開
70
周
年
を
迎
え
る
江

戸
川
大
山
会
総
会
の
た
め
欠
席
い

た
し
ま
す
。
貴
兄
の
健
勝
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

安
藤
眞
里
子
（
昭
和
26
卒
）

　

い
つ
も
会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
御
盛
会
御
祈
り
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

吉
原
靖
子
（
昭
和
27
卒
）

　

東
京
片
貝
会
の
「
和
」
が
大
き

く
発
展
す
る
事
を
願
っ
て
居
り
ま

す
。

浅
井
忠
明
（
昭
和
38
卒
）

　

近
く
卒
業
致
し
ま
す
そ
の
折
は

宜
し
く
お
願
い
至
し
ま
す
。

西
澤
薫
（
昭
和
41
年
）

　

昨
年
11
月
７
日
に
片
貝
に
引
越

し
ま
し
た
。

井
上
知
子
（
昭
34
卒
）

　

地
区
新
年
会
で
演
奏
の
為
欠
席

し
ま
す
。
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日
時　

10
月
7
日（
火
）14
時
よ
り

講
師
山
田
ふ
く
子
氏（
旧
姓
野
中
）

　

四
の
町
高
見
出
身
さ
ざ
な
み
会

略
歴　

片
貝
中
学
校　

昭
55
年
卒

小
千
谷
西
高
校
卒
業
、
㈱
ア
イ
フ

ル
本
社
人
事
部
勤
務
な
ど

現
職　

Ｍ
Ｃ
オ
フ
イ
ス
ウ
イ
ン
グ

（
Ｈ
３
設
立
）
代
表

講
演
概
要

　

京
都
市
で
就
職
す
る
傍
ら
、
養

成
所
で
婚
礼
司
会
を
学
ぶ
。
結
婚

を
機
に
、
婚
礼
の
司
会
と
し
て
移

住
先
の
広
告
代
理
店
に
勤
務
。

　

平
成
３
年
に
独
立
し
て
プ
ラ
イ

ダ
ル
の
プ
ラ
ニ
ン
グ
や
、
イ
ベ
ン

ト
、
式
典
、
選
挙
の
ウ
グ
イ
ス
嬢

な
ど
「
話
す
」
と
い
う
仕
事
を
続

け
て
き
た
。
講
演
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
人
生
の
中
で
、
き
ら
め
き
の

言
葉
を
く
れ
た
人
と
の
出
会
い

や
、
仕
事
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

な
ど
を
お
話
し
し
た
い
。

今
年
の
同
級
生
は

　

青
纏
（
せ
い
て
ん
）
会

　
「
青
」
に
は
青
空
の
よ
う
に
明

る
く
元
気
で
あ
り
た
い
、「
纏
」
に

は
、
38
人
全
員
で
ま
と
ま
れ
る
よ

う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
た
。

片
貝
二
世
と
し
て

　
　
　

に
じ
会　

小
林
和
弘

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
、
私
は
去

年
還
暦
の
花
火
を
奉
納
し
た
「
に

じ
会
」
の
小
林
と
申
し
ま
す
。
生

ま
れ
は
片
貝
で
す
が
、
育
ち
は
東

京
で
す
。
私
の
母
が
初
孫
で
あ
る

私
を
生
む
た
め
に
数
ヶ
月
間
、
片

貝
に
里
帰
り
し
て
、
私
は
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

私
の
母
は
、
東
京
片
貝
会
に
所

属
し
、
年
に
２
回
ほ
ど
同
級
生
に

会
う
こ
と
と
片
貝
の
祭
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
母

は
自
分
達
の
還
暦
の
花
火
を
首
を

長
く
し
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
残
念
な
が
ら
母
は
、
55
歳
の

若
さ
で
病
死
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

私
は
そ
の
前
後
か
ら
、
毎
年
の

よ
う
に
片
貝
の
祭
り
と
花
火
を
見

に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と

く
に
母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、

母
の
代
わ
り
に
と
言
う
気
持
ち
も

あ
っ
て
、片
貝
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

片
貝
に
は
、
私
の
い
と
こ
が
今

【
母
校
を
励
ま
す
会
基
金

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
者
名
】

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
Ｈ
25
・
11
・
12
〜
3
・
31
）

ご
協
力
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

山
岸
慶
昭
・
太
刀
川
三
郎
（
15
）、

松
下
利
夫
（
18
）、
佐
藤
昭
六
・

江
澤
キ
ヨ
・
小
宮
幸
雄
・
星　

シ

ズ
・
山
口
光
雄
（
19
）、
浅
田
松
夫
・

安
達
和
三
・
阿
部
修
次
・
神
林
勝

夫
・
黒
㟢
晴
郎
・
佐
藤
安
治
（
21
）、

友
田
善
智
・
山
本
文
子
・
忍
足
良

子
（
22
）、
長
岡
利
夫
・
中
村
恵
美

子
（
23
）、
石
上
俊
夫
・
新
澤
須
美
・

山
口
弘
（
24
）、
石
橋
行
夫
・
藤

塚
文
顕
・
佐
藤
祐
一
・
藤
塚
浩
治

（
27
）、
安
達　

隆
・
品
田
紀
美
子
・

本
田
正
弘
・
黒
崎　

勝
・
吉
原
宏

（
28
）、
野
崎
真
知
子
・
松
本
キ

イ
・
宮
下
愛
子
（
29
）、
安
達
弘

之
（
30
）、
小
野
塚
清
・
軍
司
雅
子
・

小
宮
善
興
・
高
野
正
巳
・
芝　

満

雄
・
小
野
塚
清
・
黒
瀬
良
子
・
藤

塚　

悟
（
31
）、
諸
我
時
夫
・
吉

井
信
三
（
32
）、
安
達　

弘
（
33
）、

工
藤
イ
ツ
・
小
宮
文
雄
・
芝　

文

夫
（
35
）、
広
沢
雅
子
（
36
）、
外

山
ひ
ろ
子
・
吉
原
敏
明
・
鈴
木
映

子
・
高
野
鈴
子
・
寺
町
明
美
・
本

田
秀
幸
・
松
井
京
子
（
37
）、
小

野
塚
和
夫
・
堀
井　

潔
・
本
田
利

美
・
吉
田
邦
男
・
芝　

強
・
阿

部
武
（
38
）、
天
野
八
重
子
・
佐

藤
正
志
（
39
）、
相
崎
俊
夫
（
40
）、

安
達
亮
一
（
42
）、
内
藤
冨
美
子

（
43
）、
高
野
昭
人
（
47
）、
徳
永

雅
史
（
53
）、
堀
井
ひ
と
み
（
54
）、

佐
藤　

潤
・
山
口
昌
幸
（
55
）、

吉
田
貴
裕
（
56
）、
友
田
啓
（
58
）

で
も
４
名
ほ
ど
住
ん
で
お
り
、
片

貝
出
身
の
い
と
こ
も
東
京
周
辺
に

３
名
ほ
ど
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一

人
か
ら
私
に
、
そ
ん
な
に
祭
り
や

花
火
が
好
き
な
ら
、
片
貝
の
同
級

会
に
紹
介
す
る
と
言
わ
れ
、
私
か

ら
も
お
願
い
し
て
、「
に
じ
会
」
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
会
し
た
時
は
、
母
が
亡
く
な
っ

た
時
と
同
じ
55
歳
で
し
た
の
で
、

何
か
運
命
も
感
じ
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
子
息
や
お
孫
さ
ん
の

中
に
私
の
よ
う
に
片
貝
の
ま
つ
り

や
花
火
好
き
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
東
京
片
貝

会
に
参
加
し
、
い
ず
れ
は
片
貝
の

同
級
会
へ
の
参
加
を
ご
検
討
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

私
を
含
め
、
東
京
片
貝
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
大
歓
迎
す
る
こ
と
、

間
違
い
な
し
と
思
い
ま
す
。

東
京
片
貝
会
に
参
加
し
て

　

 

さ
ざ
な
み
会　

安
達
智
子

　

私
が
東
京
片
貝
会
に
出
席
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
８
年
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
は
と
う
と
う
50
歳
に
な
り
ま

す
。
会
で
は
司
会
担
当
で
す
。
特

に
総
会
で
は
、
片
貝
か
ら
も
沢
山

の
方
々
に
い
ら
し
て
い
た
だ
き
、

毎
回
東
京
な
の
に
ま
る
で
片
貝
に

帰
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
、
と
て
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
ま
す
。

同
じ
片
貝
出
身
と
い
う
だ
け
で
あ

れ
だ
け
盛
り
上
が
る
の
は
、
先
祖

か
ら
引
き
継
が
れ
、
生
ま
れ
た
時

・
立
志
会　

昭
和
21
年
卒

　

今
年
は
東
京
幹
事
で
５
月
21
日

22
日
、石
打
ユ
ン
グ
パ
ル
ナ
ス（
ハ

ッ
カ
石
温
泉
）
22
日
は
天
候
次
第

で
結
東
の
佐
藤
佐
平
冶
碑
な
ど
を

廻
る
予
定
。

今
年
記
念
行
事
の
同
級
生

（
中
学
卒
業
回
数
）

成
人　

輝
虹
会　
（
62
回
）	

41
名

33
歳　

五
十
一
会
（
51
回
）	

59
名

42
歳　

輝
友
会　
（
41
回
）	

85
名

50
歳
さ
ざ
な
み
会
（
31
回
）	

79
名

還
暦　

つ
ぐ
み
会
（
23
回
）	

90
名

か
ら
聴
い
て
い
る
し
ゃ
ぎ
り
の
音

色
や
花
火
の
音
が
私
達
ひ
と
り
ひ

と
り
の
血
の
中
に
流
れ
て
い
る
か

ら
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
い
つ
も
思
い
ま
す
。
何
て
素
晴

ら
し
い
地
域
に
生
ま
れ
育
っ
た
ん

だ
ろ
う
と
。
こ
の
大
好
き
な
片
貝

の
為
に
何
か
役
に
立
て
れ
ば
と
。

東
京
片
貝
会
で
仲
良
く
な
っ
た
仲

間
は
皆
同
じ
思
い
が
あ
り
ま
す
。

一
人
で
は
難
し
い
事
で
も
人
が
集

ま
れ
ば
何
か
し
ら
道
も
開
け
て
く

る
は
ず
‥
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い

う
仲
間
を
増
や
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
、
毎
回
お
元

気
で
い
ら
し
て
い
た
だ
い
て
る
ご

年
配
の
方
が
い
て
。
昔
亡
く
な
っ

た
父
の
同
級
生
な
の
で
す
が
、
も

し
生
き
て
い
た
ら
こ
の
方
く
ら
い

な
ん
だ
な
と
、
い
つ
も
お
会
い
す

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

諸我石材店
墓碑・灯籠
石材加工販売

諸我和成
〒 947-0101
小千谷市片貝町一の町
0258-84-2317
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母
校
を
励
ま
す
会
　
お
知
ら
せ

い
つ
も
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

発売：丸善出版
発行：マイウェイ書房
TEL	03-5826-5787
http://www.myway-kyokai.gr.jp
info@myway-kyokai.gr.jp

「患者さんとお医者さん」
〜にゃんこ先生奮闘記〜
　　　　　安達昌子 著
人に寄り添う医療を求めて

同
級
会
通
信

若
手
理
事
の
一
言

第
32
回　

教
育
講
演
会

講
師
（
内
定
）
お
知
ら
せ

感動空間
新宿レフカダ
落語、漫才、コンサート
楽しい事がここにある！
芝　強（昭38年卒）
新宿区新宿5-12-4
TEL		03-5366-0775
http://lefkada.jp/

東京片貝会や片貝の情報

東京片貝会ホームページ
http://tokyokatakai.org/

			東京片貝会
　で検索

　　	　ブログは→

	

母
校
を
励
ま
す
会
に

	

ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
！



平成26年6月1日 第89号東　京　片　貝　会　報

ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
晴
天
の

下
で
、
各
自
が
に
ぎ
っ
て
き
た
お

に
ぎ
り
を
大
喜
び
で
は
し
ゃ
ぎ
な

が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。（
楠
田
教

頭
）

　

文
系
で
は
書
道
大
会
や
模
型
展

で
鈴
木
ふ
う
さ
ん
姉
妹
な
ど
が
優

秀
な
成
績
を
収
め
て
お
り
、
体
育

系
で
は
陸
上
や
水
泳
で
阿
部
道
徳

君
、
大
矢
隼
君
、
ク
ロ
カ
ン
等
で

品
田
萌
衣
さ
ん
、
藤
塚
亜
子
さ
ん

姉
妹
、
相
撲
で
藤
塚
美
礼
さ
ん
な

ど
が
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

■
中
学
校　

○
数
字
は
順
位

　

片
貝
中
学
校
平
成
25
年
度
11
月

以
降
の
生
徒
の
活
躍
で
す
。
運
動

部
活
動
で
は
、
片
貝
中
伝
統
の
球

技
関
係
の
活
躍
が
光
り
ま
す
。
ま

た
、
運
動
部
の
み
な
ら
ず
、
文
化

的
な
活
動
も
税
の
作
文
や
読
書
感

想
文
な
ど
片
貝
の
子
た
ち
の
感
受

性
の
豊
か
さ
が
に
じ
み
出
て
い
ま

す
。
正
に
文
武
両
道
を
歩
ん
で
い

る
片
貝
中
学
校
で
す
。（
南
雲
教

頭
）

○
市
内
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　

Ａ

競
技
③
山
口
ア
ト
ム
・
品
田
健
陽
・

山
口
敦
大
・
山
賀
秀
、
③
阿
部
凌

大
・
藤
塚
祥
吾
・
丸
山
裕
紀
・
新

野
謙
、
Ｂ
競
技
②
安
達 

練
・
大

野
勝
平
・
小
宮
陸
・
本
田
功
大

○
十
日
町
市
長
杯
６
人
制
バ
レ
ー

優
勝　

○
中
越
地
区
新
人
卓
球
女

子
団
体
②
、
女
子
個
人
６
名
県
新

人
大
会
出
場　

○
中
越
親
善
バ
ス

ケ
③
、
優
秀
選
手
芝
迅
平　

○
秋

季
市
民
卓
球　

女
子
⑤
小
宮
涼
花

○
中
越
地
区
新
人
バ
ス
ケ
ベ
ス
ト

16　

○
見
附
市
近
郷
バ
ス
ケ
②
、

優
秀
選
手
吉
井
慎
悟　

○
中
越
地

区
中
学
校
バ
レ
ー
１
年
生
大
会
②

○
魚
沼
郡
市
中
学
校
選
抜
親
善
バ

レ
ー
優
勝　

○
湯
之
谷
ウ
イ
ン
タ

ー
カ
ッ
プ
バ
レ
ー
優
勝　

○
十
日

町
オ
ー
プ
ン
卓
球
選
手
権
２
年
①

小
宮
涼
花
、
１
年
③
青
木
玲
緒
、

同
③
門
倉
奈
海　

○
南
魚
沼
市
冬

季
卓
球
２
年
①
小
宮
涼
花
、
１
年

①
門
倉
奈
海
、
②
青
木
玲
緒　

○

長
岡
市
親
善
卓
球　

団
体
②

○
新
潟
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト　

銀
賞　

○
市
児
童
生
徒
科

学
作
品
展
覧
会　

銀
賞
吉
井
柊

斗
、
涌
井
希　

○
市
小
中
学
校
発

明
工
夫
・
模
型
工
作
展　

奨
励
安

達
梨
花
、
大
野
勝
平　

○
市
児
童

生
徒
科
学
研
究
発
表
会　

優
秀
本

田
功
大　

○
税
の
作
文　

優
秀
山

口
ア
ト
ム
、
市
長
賞
吉
原
海
奈　

○
全
国
読
書
感
想
文
小
千
谷
市
審

査
最
優
秀
小
林
大
倫
、
優
秀
吉
原

海
奈
、
五
十
嵐
沙
月　

○
同
中
越

地
区
審
査　

優
秀
小
林
大
倫　
　

○
同
新
潟
県
審
査　

優
秀
小
林
大

倫　

○
新
潟
県
中
越
教
育
美
術
展

金
賞
五
十
嵐
沙
月
、
銀
賞
安
達
杏

樹
、
銅
賞
市
川
愛　

○
新
潟
大
学

全
国
書
き
初
め　

特
選
安
達
練
、

準
特
選
安
達
彩
穂
、
小
林
大
倫

町
の
で
き
ご
と

・
市
人
口
３
万
８
千
人

小
千
谷
市
人
口
は
片
貝
町
が
合
併

し
た
昭
和
31
年
５
万
２
千
人
強
を

最
高
に
減
少
し
て
お
り
、
今
年
２

月
末
で
３
万
８
千
人
を
割
り
込

み
、
今
後
も
減
少
が
続
く
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
県
内
20
市
中
17
番

目
で
あ
る
が
減
少
率
は
小
さ
く
８

番
目
。

・
市
内
児
童
生
徒
数
が
減

小
学
校
19
名
減　

小
千
谷
八
九

九
、
東
小
千
谷
三
一
二
、
吉
谷
七

七
、千
田
一
三
四
、
和
泉
一
二
一
、

東
山
一
五
、
南
一
一
五
、
片
貝
二

一
四

中
学
校
23
名
減　

小
千
谷
五
二

二
、
東
小
千
谷
一
九
七
、千
田
一

二
一
、
南
六
六
、
片
貝
一
〇
五

・
片
貝
古
文
書
教
室

片
貝
公
民
館
主
催
で
毎
月
開
催
さ

れ
て
い
る
教
室
で
、
長
岡
郷
土
史

研
究
会
会
長
の
今
井
雄
介
さ
ん
を

講
師
に
、
21
名
が
受
講
し
た
。
教

材
は
佐
藤
佐
平
冶
書
の
「
口
上
之

覚
」
で
、
古
文
書
の
読
み
方
、
覚

え
方
な
ど
。

・
ブ
ラ
ジ
ル
農
業
視
察

堀
井
修
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ
や

理
事
、
池
津
、
永
遠
会
）
は
県
農

業
改
良
普
及
員
当
時
か
ら
農
業
指

導
や
交
流
で
国
内
外
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
が
、
技
術
指
導
し
た
縁
で

初
め
て
ア
マ
ゾ
ン
で
熱
帯
農
業
を

視
察
し
た
。
今
後
も
つ
な
が
り
を

持
ち
続
け
た
い
と
の
こ
と
。

ふ
る
さ
と
・
は
・
今　
　
　

　
　
　
　

Ｈ
25
年
11
月
よ
り

Ｈ
26
年
4
月
ま
で

教
頭
異
動　

４
／
１
付　

片
貝
中

学
校
教
頭
南
雲
真
一
（
前
任
岩
崎

真
教
頭
は
出
雲
崎
中
学
校
へ
）

　
　

■
小
学
校

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

　

昨
年
秋
、
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
、
片
貝
小
学
校
創

立
百
四
十
周
年
記
念
式
典
を
盛
大

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
月
に
は
48
名
の
卒
業
生
が
巣
立

ち
、
９
名
の
職
員
が
退
職
・
転
出

と
い
う
大
異
動
が
あ
り
、
片
貝
小

学
校
の
平
成
25
年
度
の
活
動
も
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
33
名
の
新
入
生

（
２
学
級
）
を
迎
え
、
全
校
児
童

２
１
４
名
（
10
学
級
）
で
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
に
は
、
一
年
生
を
迎

え
る
会
が
行
わ
れ
、
各
学
年
が
楽

し
い
出
し
物
を
披
露
し
ま
し
た
。

本
来
は
一
年
生
が
一
日
も
早
く
学

校
に
慣
れ
て
ほ
し
い
た
め
の
行
事

で
す
が
、
最
高
学
年
と
な
っ
た
六

年
生
を
は
じ
め
、
ど
の
学
年
の
子

も
、
一
つ
進
級
し
た
確
か
な
成
長

ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
の
25
日
に
は
お
花

見
給
食
を
実
施
し
ま
し
た
。
校
庭

の
桜
は
ほ
ぼ
散
り
果
て
て
し
ま
い

（4）

母 
校 

近 

況

・
市
杜
氏
で
第
一
席
山
賀
氏

小
千
谷
杜
氏
が
出
品
し
て
の
自
醸

清
酒
品
評
会
で
「
朝
日
山
」
山
賀

基
良
さ
ん
（
鴻
巣
）
が
第
一
席
の

市
長
賞
に
選
ば
れ
た
。第
二
席「
お

福
正
宗
」中
野
義
一
さ
ん（
山
谷
）、

第
三
席
「
緑
川
」

・
㈱
フ
ー
ゲ
ツ
が
受
賞

㈱
フ
ー
ゲ
ツ
（
千
葉
智
社
長
）
が

県
経
営
品
質
賞
の
奨
励
賞
を
市
内

企
業
と
し
て
初
め
て
受
賞
し
た
。

段
ボ
ー
ル
、
緩
衝
材
や
花
火
玉
皮

な
ど
を
製
造
し
て
お
り
、「
卓
越
し

た
経
営
の
仕
組
み
を
持
つ
企
業
」

と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

・
踏
切
で
人
命
救
助

山
口
静
子
さ
ん（
一
之
町
）２
／
４

通
勤
途
中
に
来
迎
寺
駅
近
く
の
踏

切
内
で
動
か
な
く
な
っ
た
老
人
を

見
つ
け
、
列
車
通
過
の
数
秒
差
で

遮
断
機
の
外
に
助
け
出
し
た
。
長

岡
警
察
署
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。

・
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
優
勝

小
千
谷
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
主

催
、
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
五
之

町
チ
ー
ム
（
片
貝
）
が
優
勝
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
安
達
博
栄
・
小
宮
正

明
・
安
達
初
枝
・
安
達
栄
次
郎
・

吉
原
逸
雄
。
二
位
は
三
之
町
Ｂ
、

三
位
山
桜

・
紺
仁
さ
ん
Ｔ
Ｖ
放
送

半
纏
な
ど
片
貝
木
綿
の
紺
仁
さ
ん

の
工
房
が
５
／
９
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ

プ
レ
ミ
ア
ム
「
美
の
壺
」
で
紹
介

さ
れ
た
。
歴
史
、遊
び
心
な
ど
「
初

夏
！ 

縞
木
綿
の
着
物
」
が
テ
ー
マ

・
片
貝
町
野
球
連
盟
大
会

片
貝
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ

る
野
球
大
会　

◇
会
長
杯
４
／
24

◇
議
員
団
杯
５
／
18　

◇
節
句
大

会
６
／
15　

◇
お
盆
大
会
７
／
６

◇
根
本
杯
８
／
24

・
旧
三
洋
半
導
体
が
好
調

旧
三
洋
半
導
体
の
優
れ
た
技
術
を

活
用
し
て
、
製
造
設
備
も
増
設
す

る
ほ
ど
高
効
率
な
工
場
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
注
力
分

野
を
絞
っ
て
海
外
で
の
販
売
も
強

化
。
意
思
決
定
を
速
く
す
る
改
革

を
し
た
結
果
、
オ
ン
・
セ
ミ
社
の

世
界
で
選
ん
だ
優
れ
た
社
員
11
人

中
３
人
が
日
本
人
だ
っ
た
。

・
元
市
長
星
野
行
男
氏
逝
去

苦
学
し
て
弁
護
士
と
な
り
、
昭
50

年
か
ら
小
千
谷
市
長
を
４
期
務
め

ら
れ
、
衆
議
院
議
員
で
活
躍
さ
れ

た
。
４
月
10
日
静
か
に
息
を
引
き

取
ら
れ
た
。
82
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

新
野
次
朗
様
（
昭
21
卒
、
立
志
会
）

佐
藤
フ
ミ
様
（
昭
５
卒
、
昭
五
会
）

あ
と
が
き

　

片
貝
出
身
者
だ
け
で
な
く
、
片

貝
が
好
き
な
二
世
の
方
々
も
一
緒

に
片
貝
の
雰
囲
気
に
浸
っ
て
頂
き

た
い
も
の
で
す
。
お
い
ご
さ
ん
、

め
い
ご
さ
ん
に
も
参
加
の
お
勧
め

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

本
田
秀
幸
、
安
達
徹

訃
　
報


